













の一環で、2019 年度に以下の 2 つのイベントを開催した。
（1）講演「音楽する身体の発見　音声合成技術の進化をたどって」













































　1980 〜 90 年代に入り、MIDI という国際規格ができたことによって各国の機材が接続可
能になり、また KORG のシンセサイザー M1（1988 年）のような 1 台で楽曲を作り上げる（8
つまで同時に音色を出せる。自動演奏機能もある）ワークステーションが登場、そしてパー
ソナルコンピュータが普及して DTM（デスクトップ・ミュージック。Mac の「Performer」






































































西萌愛（表現文化学科 4 年）が、｢Hi ☆ five が伝えたい」という番組企画の構想をプレゼンテー
ションし、それに対して安藤氏が講評をした。その後、参加学生は 2 人 1 組となって、企画
を構想し、自作の企画についてのプレゼンテーションを行い、安藤氏から寸評をもらった。
　学生たちが企画を考える時間を結構多く費やしてしまい、またプレゼンテーションにおいて
も学生たちは話し出すと止まらなくなってしまうほど熱中したため、すべてのグループにプレ
ゼンテーションをしてもらう時間を確保することができなかった。しかし、換言すれば、それ
ほど学生にとって今回のワークショップは新鮮な経験で充実感も得られたということである。
本研究においても今回のワークショップの実施は、現代においてもなお聴覚文化の発信メディ
アとして重要であり続けるラジオがどのような今日的意義を持ち得ているかということを確認
するという充分な成果を得ることができるものであったことを、ここに記しておく。
付記
　本稿は、JSPS 科研費の助成による共同研究「21 世紀のメディア環境における「ラジオド
ラマ」の意義に関する総合的研究」（課題番号：18K00243、基盤研究Ｃ、研究代表者：広瀬
正浩）の成果の一部である。
